










































         
　　　　
Ⅱ
『文藝春秋』は、震災から一年後に「百人の作家の言葉」 （平二四・三）という特集を組んだ。なかでも福島第一原子力発電所の事故に限った内容を見 と、ほとんどの作家が、核の平和利用 しての原子力発電に対して異議を唱えている。特に、 「祭りの場」で芥川賞を受賞した林京子は、十五歳の時に長崎で被曝し、その体験から自らの生の意義を問い直し、その心 軌跡を綴 作品 多く発表していることもあってか、福島第一原子力発電所の事故について、
原発事故のあと、 「電力不足」ということで、計画停電が繰り返された。不自由ではあったが、豊かな現在を当然


























島原発事故対応、第二章が津波被害地での救助活動、第三章が内閣府の初動対応と対策について、現場取材を中心に、最悪のシナリオにならないように命をかけて災害対策に奮闘した人たちのことをノンフィクションの形式で描いてる。麻生は、被災した各々現場 多く マニュアル化さ た災害対策では対応でき かったことを取り上げ、最後 、〈危機管理において、最大のリソースは、やはり『人』であることをあらためて確信しました〉と言ったＤＭＡＴ（災害派遣医療チーム）事務局長の言葉を添えている。
これは災害現場で一番大切なことは、災害想定の対応マニュアルより、その災害状況を目の当たりにした人間の蓄積
された体験から育まれた洞察力と判断力、そして、その体験から育まれた知力と、次に何が起こり得るかという予測する能力が大事であり、実行する勇気だと実感したからだと言える。事故対策のあり方を一歩誤れば、東北や関東一円放射能汚染に見舞われ、浪江や双葉、富岡、大熊町、飯舘村等 九市町村の人々同様 自宅を捨てて避難し ければならなかったことを私たちは認識し、理解しなくては らな 。
囲碁棋士のマイケル・レドモンドは島田雅彦が司会した座談会で〈三十五年ほど日本で生活していますけど、原発が





原子力発電事故問題については、政府が報告する収束や復旧のあり方に疑問を示している。宇江佐はこの事だけではなく、福島原 の で被害に遭われた人々の気持ちを汲んで、 〈福島第一原発は東京に、より多くの電 を供給するために設けられた。東京に住む人々は特にこのことを肝に銘じてほしい。他人事と思ってはならないのだ〉と言う。これは、東京を中心とする関東大都市圏に住む人々の犠牲者が、福島という生活地、故郷から追い出された人々であるということにもなる。原発事故のために、福島から横浜に避難した小学生に対する暴言やいじめの問題は、こ 宇江佐の言葉をしっかりと受 止めていれば生じなかったかもしれない。　　　　
Ⅲ
次に、世界で唯一の被爆国である日本における原子力の平和利用への移行について、簡単に述べよう。太平洋戦争中、陸軍の理化学研究所で主任として招聘され、そこで原子爆弾の研究をしていた核・原子物理学者の仁















原子力爆弾 危険性を踏まえながら、 〈平和的福祉を増進す 〉ことを提案する立場ではあるものの、原子力エネル
ギーに関する内容は非常におざなりで、原子力は、爆発させるわけではなく熱エネルギーとして活用するのであるから安心であると言い、放射能は危険だが、既にアメリカの施設で行っている措置を真似れば良いとまで言い切っている。
同じく、戦中は陸軍技術大尉で応用化学研究の専門家であった吉村昌光は、雑誌『中央公論』 （昭二九・六） 中で







トリー労働党党首の水素爆弾の管理問題と軍備の縮小の呼びかけが、日本の市民運動の契機になったとも言える。一九五七年に政府は、国会審議を経て、 「非核三原則」の骨子を表明したが、そ 内容は、原子爆弾禁止が主で、 「原子力問題」 、放射能問題は 残念ながら蚊帳 外という内容だ 。
  






ものでありうるはずである。それこそが、もっとも暗黒な、もっと恐ろしい世界の終焉の光景ではないか。そして広島で二十年前におこなわれたのは、現実 、われわれ 文明が、もう人類と呼ぶことのできないまでに血と細胞の荒廃した種族によってしか継承されない、真の世界の終焉の最初の兆候であるかもしれないところの、絶対的な恐怖にみちた大殺戮だったのである。広島 暗闇にひ む 恐ろしい巨大なものとは、すなわちその可能性にほならないだろう。と、原子爆弾のみならず放射能が人類に及ぼす危険性と恐怖を訴えている。大江は、実際、多くの人から話を伺い、












































い。ほしいのは神でもなく、愛でもない。それでも祈るべきものを求めるかもしれない。そのようなときになって初めて、死んでいった人たちの悲しみに慰められるのかもしれない〉と、自分のなかの変化に気づく。戦後生まれの、広島から遠く離れた東京で生まれ育った主人公は、 〈平和とか、戦争反対とか、原爆とか、そう う強くて正しい社会的なことに、私の人生は一切関係なくこれまできた〉のであり、今 現在こそが 人生にとって大事であり、自分の人生の平和とそして未来が大切だと考える。戦後の高度経済成長に支えられ、これといって不自由なく生活をしてきた主人公にとって 過去の歴史は、知識としてはあるものの 今の自分の人生に全く関係のないことである。しかし、父親が提示した〈原爆の火〉を媒介にして、主人公の意識は、今 自分の人生が、遠い過去の歴史との繋がりがあったからだと感じ始め、徐々に に亡くな すり寄って行く。「時の川」は、広島平和記念資料館や平和公園周辺が舞台となっている。四歳の時に小児ガンに冒され、抗ガン剤投与と放射線治療による被曝で発育が遅れた主人公・タカオは 広島修学旅行中に二十歳で被曝し 何度も甲状腺ガンを併発しながら語り部を続ける八十歳のミツコと出会い ミツコ 逞しい生命力に驚き、 〈人間として勝ち残った人だ〉と実感する。末期の肝臓ガンで死んだ父親と比較しながら、 〈生命力と うまれつき も なのだ。強い人間は何があろうと長生きする。原爆を浴びてすら〉と思う ミツコは、語り部と て、話をしているうちに〈声高に平和につい叫ぶうちに、いつしか強い自分になっていたかもし な 〉と振り返る。この作品では、タカオもミツコも共に過去を引きずって、現在に不安を感じている存在として描かれている。影の薄



























保護する〉必要上、施設設備等の再検証及び事故が起きた場合の住民 避難計画の実効性も含め、安全性を確認するよう川内原発の停止を申し入 た。原発事故が生じた場合の避難計画の難しさは、若杉冽 「東京ブラックアウト」 描かれている。また、原子力発電所の事故は、建設 工 上の技術的な問題だけではなく、政界と官僚レベルの私的欲望の攻防やそれらに関与する人間の内在するモラルも含めて、様々なヒューマンエラーが生じるリスクは わけで、〈原発に絶対はない〉と真山は断言し、事故の起こりえる可能性の高いことや危険性を既に指摘していた。
田口ランディは、現在の日常性 広島の原爆に関する問題を取りいれて作品を描いた。そ には過去の歴史上の出来





とは一線を画すと言える。文学における〈ヒロシマ〉 ・ 〈ナガサキ〉という言葉には、戦争とは言え、原爆が投下されて前代未聞の歴史上最悪の大量殺戮が行われ、放射能によって原爆病に苦しむ人々を陥れた特定のエリアといった意味が含められており、当然、 〈ノーモア〉といった言葉が付随す 。つまり、 中戦後を生き抜いた大江健三郎や井伏鱒二や林京子などのように反戦・反核・原水禁 う批判上の信念が明瞭で、思想上の特定の意味があると思われる。
これは、一九八五年の夏の『解釈と鑑賞』 （至文堂）で 中野孝次と長岡弘芳 原爆文学について対談していた内容



















験というしかない。原発への恐怖 、放射線治療の恩恵と 太陽を燃やし地球を鳴動させ 巨きな世界への驚異である〉と執筆の意図を書きとめている。
作品は、悪性度の高い子宮体ガンになり、放射線治療に耐える妻の状況が、夫、秋山（定年退職後の再雇用会社員）
の視点で描かれる。放射線と言えば、広島、長崎の原子爆弾 ことが想起されて、被爆という恐怖や不安といったイメージが起こる。治療用放射線と放射能は異なるも の、放射能は被曝すれば、生命 危険性が一生付きま うが、治療用放射線は、身体に巣食うガンの細胞を死滅させて生命を獲得する手段のひとつである。放射線治療に成功した作者にとって、福島原発事故の放射能問題は、リアルタイム 〈奇妙な取り わせ〉であり、因縁めいた課題としてあったと思われる。〈核融合する巨大な裸の原子炉〉である太陽の下で、 〈地球の深部は放射性元素の崩壊が行われ〉 、 〈核分裂の火が燃えて〉桜島が噴火し、亜硫酸ガスの酸性に似た異臭 黒い灰が降 見知らぬ街の中で 放射能とは異なるものの医学治療に施される放射線を受け、生への期待 放射線治療 後遺症に不安を抱え 妻の孤独感を静かに見守る夫は、東日本大震災の津浪の被害状況や〈人間の手で造られた福島原発〉事故のテレビ映像を重ね合わせ、 〈自分の家の出来事と同時進行〉で〈厄災〉が起こっていることに言うに言えない複雑な心境 陥る。作者は、大自然の核分裂現象は、地球において必要欠くべからざるものであるが 人工的に造られた原子爆弾や原子











初秋、野田圭介の息子、弘人がインターネット上に〈フクシマベイビー〉として画像処理した奇形児の写真を公開した仲間の一人とし 発覚し 在籍する中学校で〈震災以来、大 社会に不審を抱き ついにはこんな事件を起 してしまった子供たちに、地域の大人たちから希望を与える言葉を〉という趣旨でＰＴＡ主催の臨時集会が開催されている状況から始まり、そして一転し 三月十一日にスト リーは戻り この集 至るまでの野田の家に起こった様々な出来事が描かれる。
福島原子力発電所の事故によって放射能汚染の様々な情報が流れるなか、圭介は〈自分や家族の生命を脅かすもの〉


























せようとさせないためには 国民たる一人一人が 強い意志〉を持って目 向け、監視することが大切だと言っているのである。また、 〈地 国で、原発を運用するのはリスクが大きすぎる〉と言い 原発事故の問題は、国家戦略の犠牲者とも言える被災した当事者だけの問題ではなく 国民一人一人が未来に向けて各自が真摯に捉えるべきではないかという警鐘を示している。「贋作坊ちゃん殺人事件」や「はじまりの島」といったミステリー小説を書いた柳広司は、福島第一原子力発電所の事故を題材に「黒塚」 （平二七・七
　『オール讀物』 ）を書いた。
「黒塚」は、町の青年団員の阿佐利慶祐が主人公である。慶祐は、東日本大震災の津波被害に遭った町民の避難活動に追われていた翌日、福島第一原発が爆発したことを知らされる。避難勧告に従って、そ 場所を追われるように逃げ出すしかなかった慶祐は、津波で瓦礫のなかに生存者 いるかもしれないと思いながら、見捨てていくようにその場を去らなければならなかった。不快な倫理観に苛まれつつ、どうにもならない憤りをのみ込みながら安全圏 言われた地域まで避難をする。 〈原発は絶対安全〉 、 〈原発は原爆じゃない ら、何があっても爆発なんかしません〉と う安全神話が完全に崩れ、放射能という見えない怪物のよう 物質に不安と恐怖を感じ ら慶祐は、東京の大学で物理学を専攻し、大学院を中退した田辺陽一郎と一緒に三〇キロ圏外 で逃れる。しかし、地形と風の流れが影響し、陽一郎が持参してきた線量計は強い 線量 示す。この作品は、能の「黒塚」が基軸として織り込まれている。能の「黒塚」は、紀州の祐慶という僧が旅の途中、安





した恐ろしい放射能という鬼婆同等の怪物が、逃げる慶祐たちをどこまでも追いかける様子は、鬼婆から逃げる僧、祐慶と相似する。人を襲い、死にまで陥れる放射能から逃れら い恐怖は、救済を求めようもなく ただ〈タスケテ〉と暗闇の中から救助を求めながらも見捨てられた女の声と重層化したかたちで描かれる。また、放射能の恐怖のみならず、暗闇から聞こえる〈タスケテ〉という微 な悲痛にも似た叫びは、原発事故によって日常生活の場や故郷をはぎ取られ、非難せざる得ない人々のどこにもやり場のない悲痛な叫び も聞こえる。
 
                 
　　　　
Ⅶ
最後に、 「中陰の花」で芥川賞を受賞した福島県在住 作家 玄侑宗久 「光の山」と「桃太郎のユウウツ」及び、
同じく福島県で高等学校の国語教師を 傍ら、様々な活動をしてい 詩人、和合亮一の作品を取り上げる。「光の山」 （平二四・三
　『文藝春秋』 ）は、
 震災が起こり原発事故もあり、東京大震災も起こり、富士山も爆発し、東
京にすむ人も少なくなった〈今から三十年まえ〉 、福島の片田舎で生活し いた父親 不可思議な行為と放射能汚染廃棄物の山が〈光の山〉と神格化した経緯について、その息子 〈ホーシャノーツアー〉 やってきた人 に物語るという構図 なっている。
原発事故後の放射能飛散を過剰に恐れて人口流出が起こったことや、 〈汚染〉や〈除染〉という言辞 内に孕む〈被








ことがこの作品の表裏に複雑に織り込んで描かれ い のだろうが、この作品では、乱暴な解釈に るが、放射能を〈ホーシャノー〉と片仮名で表記していることに注目したい。
福島第一原子力発電所の事故による〈ホーシャノー〉は、太平洋沿岸及び内陸部にまで拡散し、多くの人が避難した。
被曝量によってはガンにかかる可能性の高い〈ホーシャノー〉は、特に小さな子供を抱えた家族に っては脅威であり、人々は〈ホーシャノー〉を危惧 、生活 地を捨てざる得ない状況になっ 。また、 〈ホーシャノー〉汚染廃棄物処理といった現実的な問題は、 中、 〈 「なんでみんなのために考えられねぇんだ」 〉と嘆いても 〈太平洋戦争の後のこの国は、 「人権」の国になった ことで一時保管場所の設置でも多くの自治体から拒否 れ ことを書き記す。このように誰からも忌避される〈ホーシャノー〉汚染廃棄物を一手 自分の地所に集めた父親は 〈ホーシャノ のお陰で、最後まで生きがいを持って生きられた〉と母の火葬後 息子 話す。
父親が、社会、世間で言う危険な放射能汚染の廃棄物を〈大丈夫、大丈夫〉と言って憚らずに自分の地所に引き受け










午後二時半、いわきアリオスで小森氏を道連れに自爆テロを起こされた 〉という内容である 脱原発を唱える〈小森〉を殺すという設定 、桃太郎は自身の行動原理、美学と相対して悩む。しかし、桃太郎は、 〈自爆テロという過激な手段〉は結局 脱原発の勢いがつく可能性があるという大義 見いだし、意 決 綿密な計画を練り、実行に移す。この時〈本当の鬼は の指令を出している当人ではないか〉と思 当り、腰に爆弾を巻いたままの〈桃太郎の心には、自分が全身で抱きしめている小森氏への一方的な好意が澎湃 起こりつつあった〉なか、爆発までのカウントダウンで物語は終える。
この作品の脱原発を唱える〈小森〉とは、小泉純一郎元首相である。実際、二〇一六年二月一〇日に「いわき九条の










ルやツイッター等で現状を発信した内容を再録して構成されている。 〈礫〉には、 〈詩〉を編み出す憤りの言葉そのものを指すだけではなく、 〈闇夜の礫〉の意味もあると想像できる。つまり、どこからともなく突然と襲ってくる恐怖と不安は、 〈礫〉 ・地震・放射能そ ものとも言える。「詩の礫」は、まだ詩にもならない言葉〈礫〉が、作者の感情とともに一気にほとばしる。発信する時間帯が、ほとんど闇夜に近い時間であり、この悲惨な状況は、光りを閉ざされた闇夜 同様と想定し、 〈明けない夜は無い〉と信じて、余震と放射能汚染という現実をしっかりと認識し そ 場から〈私は震災の福島を 言葉で埋め尽くしてやる。コンドハ負ケネエゾ〉と発信続けた約一ヶ月間の記録 る。〈 「フクシマ」は一晩で、世界に広まった、むしろチャンスだと思う、と地元のある番組で言っていた〉ことに対し、和合は、捨 ることのできない〈ここには家族と故郷があるんだよ〉と言い、原子力発電所の爆発事故で放射能が飛散し〈世界に広まった〉意味での〈フクシマ〉を否定的にとらえる。 〈ここ〉は〈家族と故郷〉 ある福島 あり、 〈フクシマ〉ではないと言う。こ 作品で唯一、福島が〈フクシマ〉 カタカナで表記されるところである。これは、チェルノブイリと同じように放射能汚染に塗れて 世界 広まった〉日本 一地方の悲惨な地域というグローバルな意味 の
〈フクシマ〉でしかない。また、この〈フクシマ〉という言辞には、何か特別な属性として、他と差別した意味も込められているような気がする。 〈私たちはここに生まれた。福島 私たち 信じなければ、誰が信じる〉 言い、 〈故郷を捨てちゃいけない〉 、 〈福島を捨てるな〉と言う和合からは、 〈福島 は、家族も住む故郷であっ 、人も住めないという放射能汚染地域の別称 フクシマ〉ではないと強く発信さ ていると思われる。〈フクシマ〉は、和合にしてみれば、故郷福島とは結び付かない異質の馴染みの 語感覚である。だから逆に、放射能汚染によって誰も住むこ ができなくなっ 異空間 ふるさと 放射能の雨 降 〈フルサト と怒りを込
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めて表象する。放射能は、 〈幽霊〉とも表記され、作品の後半部分では〈原子力が私の家の扉のチャイムを押した。 「どなたですか」 。話があります。 「私にはありません」 。とにかく扉を開けて下さい。 「開けるもんか」 。 〉と原子力に対する憤りが示される。原子力発電についての絶対安全という神話については、ある程度の信頼を寄せていたものの、福島第一原子力発電所の事故によって全てを失った今、 〈絶対〉は信じないが〈絶対に生きる〉と強い意志を示し、捨てざる得ない〈故郷〉は、 〈フルサト〉という表現に異化される。
また、故郷から離れなければならなかった人びとへの風評被害に〈私たちは噂話の中を、追われている、息を殺して









かが〉いて、 「どこへ」は、津波によって多くの〈長い影〉が〈雲 間〉に運ばれ、 「空き部屋」からは、無人の静けさの寂寥感が漂う。 ある日 や「圏外へ」 「十二本」 、 「二時間」 、 「夢」 、 「星 」は、福島第一原発事故によって誰もいなくなった故郷の姿を静かに憤怒を言葉に込 作者は詠う。「詩の礫」から一転して、五年という年月がそうさせたのか、あの激しい日常的な憤りの言葉からこの作品には静謐とも言える磨かれた言葉に転化し、和合亮一の、犠牲になった人々への鎮魂と大切なものを失った人々の心の清閑さと故郷、福島をいたわるような想いが伝わってくる。「ふと猫の目の光に振り返り」 （平二八・一一
　『文藝』 ）は、福島で「未来の祀りふくしま」というイベントを重ねて





「福島第一原発廃炉図鑑」をまとめた開沼博と批評家の若松英輔のトークイベントからは、 〈福島の状況を大げさに伝えようとするほど、例えば脱原発や放射線被ばく回避の主張が正当化されていき、そこから歪んだ論理や差別が生まれる〉という警告を感じている。福島に住む作家、玄侑宗久に〈故郷とは一言で言うと何か〉と尋ねた際、 〈それは何かに夢中になる忘我の感覚に似ている。理由など抜きで、すっかり我を忘れてしまうこ だ〉と即答されたことに、和合は、一瞬にしてある帰着点を感じたという。
このエッセイから「未来の祀りふくしま」というイベントに込められている和合の意識がくみ取れる。失った、失い








生の中途に思わぬ方向転換を余儀なくされた人びとの暮らし〉を描くようになることは想像できる。他に、吉村昭の「三陸沿岸大津波」 、大江健三郎の「ヒロシマ・ノート」のような記録文学といった作品や、記録に徹して書き上げられた井伏鱒二の「黒い雨」や戦後に生まれ、広島取材をして書き上げた田口ランディの「被爆のマリア」のような作品も一つの方向性としてあげられる。社会の実情を踏まえ、その後を見通 真山仁や若杉冽の作品のように〈事故の原因〉の可能性を探り、警鐘を鳴らす作品もあり得る。これまで取り上げた数編の作品から分かるように、核、原発問題は、それぞれの時代に様々なかたちで表出されてきた。東日本大震災における津波被災者の問題や福島第一原子力発電所の爆発事故における放射能問題も、原爆文学の世代間における作家の取りいれ方や独自の視点と立脚点 相違があように、時代とともに変容すると思われる。
ただ、 〈ヒロシマ、ナガサキからフクシマへ〉という問題は、木村の言うように一概に同列とは言い難い。文学の可











るがゆえに〈ホーシャノー〉によって穢され、誰もいなくなった、人も住めない異空間となった故郷を〈フルサト〉と怒りを込めて表象した。 〈フクシマ〉という言辞は、何か特別な属性として社会から差別するものであり、玄侑宗久や和合亮一や福島で生活をしている人々や福島を故郷として る人々にとっては、故郷、福島・ふくしまは、 〈フクシマ〉ではない。
福島第一原子力発電所の事故は、核爆発の驚異的な熱エネルギーを利用し、地球環境の保守や経済の活性化を狙うと
いった未来への理想的な核エネルギーの 平和的福祉を増進する〉利用への転換によって生じた〈ヒューマンエラー〉である。敢えて、福島 〈フクシマ〉ととらえるなら、大気に飛散した〈ホーシャノー〉が、人々の生活を脅かし、未来への展望も挫くという意味において、 〈フクシマ〉は、核や原子エネルギーの未来 向けた科学のあり方に警鐘を示す歴史的な地であると言える。
※本稿は、二〇一七年一月二十八日に行われた東洋大学東洋学研究所主催の公開講演会での口頭発表の一部に加筆訂
正をしたものである。研究代表者である東洋大学の山崎甲一氏に御礼申し上げる。
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